
健康診断・人間ドック�

リコーでは、40歳未満の社員に対して健康

診断およびミニドック（35歳～40歳未満）を

実施し、疾病の予防と早期発見を目指し

ています。また、社員の高齢化に伴う健康

管理施策として、40歳以上の社員または

管理職社員に対しては人間ドックの受診

を義務づけ、よりきめ細かな健康管理体

制を敷いています。健康診断や人間ドック

の有所見者に対しては、再検査・精密検査・

経過観察・投薬治療などのフォローアップ

体制も確立されており、疾病の予防と発見

および早期対処についての努力を続けて

います。健康管理への配慮は、社員だけ

でなく、その家族にも及び、配偶者を対象

とした人間ドックの受診機会も提供されて

います。�
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安全衛生�

基本方針�

「経営理念」の実践を通じて、社員の安全と健康の確保、並びに快適な職場環境の形成を強く認識し、�

全社を挙げて、その実現に取り組む。�

�

行動指針�

●安全衛生に関する国内外の関係法規を遵守するとともに、自主的な目標を設定し、その実現に努める。�

●社員の安全と健康の確保、並びに快適な職場環境の形成を目指す過程で、自主的な安全衛生推進体

制の維持・改善を継続的に展開する。�

●安全衛生教育を通じて、全社員の意識向上を図るとともに、一人ひとりが広く社会の安全衛生活動に関

心を持ち、自ら行動できるよう、啓発と支援を行う。�

●あらゆる国や地域において、社会との連携を密にし、積極的な情報開示、安全衛生活動の助成・支援に

よって、広く社会に貢献する。�

◎安全衛生の考え方�

リコーは「人を愛し、国を愛し、勤めを愛す」

という三愛精神に基づいて創業された企

業です。すべての人を愛すること、祖国を

愛すること、自分に与えられた任務を愛す

ることを三つの愛とし、これは60年以上に

わたる企業文化の礎を成しています。また、

経営理念・行動指針にも「社会の発展と

個人の幸福の一致をはかる」という人間

主体の経営を掲げています。リコーの安全

衛生活動は、三愛精神および経営理念・

行動指針に基づき、つねに社員一人ひと

りの安全を守り、健康的で明るい職場環

境を提供し続けることを基本にしています。�

安全活動�

リコーは、生産系事業所を中心に、社員の

自主的意思による現場密着型の安全活

動を展開しています。具体的には、産業医

による職場巡回、ヒヤリハット活動を通じた

災害事故防止策の検討、災害事故発生

時の徹底した再発防止策の検討と事業

所内への水平展開、新入社員の導入安全

教育、安全意識高揚のための啓発活動な

どがあげられます。これらの活動により、労

働災害の低減に寄与しています。�

作業環境測定�

リコーグループは、業務による健康障害防

止のために、作業環境測定を継続的に実

施しています。法的に定められた物質の測

定だけでなく、対象外の物質であっても健

康影響に配慮する必要がある場合には作

業環境測定を実施し、作業環境改善に努

めています。�

産業精神衛生�

経済情勢など企業を取り巻く環境の変化

により、社員一人ひとりにかかる精神的

負担は、以前に比較して大きくなってきま

した。それに伴い、産業精神衛生のための

体制整備は、衛生管理だけでなく、経営

の観点からも重要度を増しています。リコー

では、外部カウンセリングセンターとの委託

契約および、精神専門医の診断に基づく

休職・復職などの人事制度との連動によっ

て、軽度の障害要因の除去や、精神的

ストレスを持つ社員の早期職場復帰など

をサポートしています。また、社内ネットワー

クを利用した簡単なストレスチェックを行え

るシステムや、本人の希望があればカウン

セラーにダイレクトに相談のメールを送信

できるシステムも整備されています。�
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活動の特色�

リコーの安全衛生活動の特色は、第一に、

「安全」および「衛生」それぞれの活動の

バランスにあるといえます。製造業におい

ては、安全衛生活動の中心が生産系事

業所に偏りがちですが、リコーでは非生産

系事業所にも同様のウエイトを置き、健康

教室やカウンセリング、メンタルヘルスなど、

健康増進や精神衛生のための活動を実

施しています。第二の特色として、ネットワー

クを活用した安全衛生活動があげられ

ます。リコーがビジネスとして得意としてい

るデジタルネットワーク技術を活用し、安全

衛生情報のデータベース化・ネットワーク化

を実現。これにより社内へのタイムリーな

情報公開や、現場でのすみやかな対応、

ノウハウの水平展開などが可能になります。�
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環境社会貢献�

環境ボランティアリーダーの養成�

リコーでは、社員一人ひとりの自主的な

環境ボランティア活動を支援するために、

1999年から「環境ボランティアリーダー養成

プログラム」をスタートさせました。プログラ

ムは、「リコー自然教室」と呼ばれる集合研

修と「環境ボランティアリーダー全社会議」

から構成されており、年間50名のボランティ

アリーダーを養成します。集合研修の後、各

リーダーが中心となって、それぞれの所属

する部署や地域を巻き込んで、環境ボラン

ティア活動を展開。活動を推進するための

バックアップもリコーが行います。�

●リコー自然教室�

リコー自然教室は、全国事業所の社員に

環境社会貢献の意義について理解を深

めてもらうとともに、環境ボランティアリー

ダーの育成、そしてリーダーによる活動の

実践を目的としたプログラムです。毎回

15名程度の希望者を対象に、2日間の研

修を行います。1999年度には3回のリコー

自然教室を開催。環境NGOのひとつで

ある「日本野鳥の会」の方々に講師をお

願いし、さとやまの保全活動、バードウォッ

チングを通じた自然保護活動などについ

て学んだり、雑木林の伐採や、笹の刈り

取りに汗を流しました。�

●環境ボランティアリーダー全社会議�

1999年12月に、第1回「環境ボランティア

リーダー全社会議」が開催されました。こ

れは環境ボランティアリーダーの活動のフォ

ローアップを目的としたもので、リコー自然

教室で登録された34名の環境ボランティ

アリーダーが参加し、進行中の環境ボラン

ティア活動に関する報告や質疑応答を

行いました。メンバーは、会議で紹介され

た千葉県松戸市の「関さんの森を育む会」

の活動にも参加しました。�

●環境ボランティアリーダーによる活動�

環境ボランティアリーダーは、所属する事業

所の社員やその家族をはじめ、環境NPO

（民間非営利団体）やNGO（非政府組織）、

市民団体、教育関係の方々とともに、地

域に密着した活動を展開しています。�

リコーグループは、企業が地球市民として

行動することはもちろん、社員一人ひとりが、

自主的に社内外で環境保全活動を実践

できることが重要であると考えています。

リコーでは「環境ボランティアリーダー養成

プログラム」などによって社員の意識向上

を図る一方、環境社会貢献活動をしやす

い場がある企業であることを目指して、さま

ざまな活動を展開。地域社会を巻き込ん

だ活動を通じて、地球市民としての意識

や行動を、多くの人に広げていこうとして

います。�

リコー自然教室�

環境ボランティアリーダー全社会議�

千葉県「関さんの森を育む会」の活動に参加�

鎌倉材木座海岸でのサンドクラフトとビーチクリーンアップ�

奥多摩御岳周辺でのクリーンアップ�

事業所近隣の小学生を招いての環境啓発活動�

環境ボランティアリーダー全社会議での自然観察会�

横浜 「自然観察の森」での野外解説板づくり�

環境経営�安全衛生�

啓発活動�

社員一人ひとりの安全衛生への意識向

上を図るため、リコーでは、社内報や社内

ネットワークを活用した健康管理ニュース

によって啓発活動を展開しています。四季

折々にテーマが設定され、身体のメカニズム

の基本的な知識や、疾病予防のヒントなど

が掲載されています。�

リコー健康教室�

生活習慣病などの予防と改善を目的に、

リコーでは外部の専門家を招いて「リコー

健康教室」を定期的に開催しています。

2000年1月～2月には、「女性のための骨粗

鬆症講座」を開催。女性社員だけでなく、

診療所の看護婦も参加しました。その内

容は、生活状況調査、骨密度測定、医師

による問診と個人指導、保健婦による栄養

診断と講演会の開催など多岐にわたり、ま

た期間中は、社員食堂でカルシウムの豊

富なメニューを提供しました。�

女性のための骨粗鬆症講座�

課題と今後の展開�

非生産系事業所での活動を重視してい

る点、そして、安全衛生情報のデータベー

ス化・ネットワーク化といった、リコーならで

はの特色は、日本国内にとどまっており、

グローバルな規模での運営には至ってい

ないのが現状です。リコーは、「労働安全

衛生マネジメントシステム」の導入と展開

を通じて、より高いレベルの安全衛生活

動を目指し、関連会社を含む組織的な活

動を推進していきます。�

健康づくりモデル事業所�

リコーの東京・青山本社は、1999年度の

労働省の「健康づくりモデル事業所」の

指定を受けました。2000年6月に、「健康

づくり推進体制」「健康測定および健康

指導の実施」「企業内スタッフの養成」など

についての実施報告書を労働省に提出。

これらのプランを実現するための活動を

通じて、よりレベルの高い安全衛生活動

にチャレンジしました。�

実施期間　2000年1～2月�
対　　象　リコー青山本社事業所の全女性社員�
参 加 者 　103名/ 125名中（参加率82%）�

 リコー三愛グループ健康保険組合誌�
「WellnessClub」�

社内ネットワークを活用した健康管理ニュース�


